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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 8月 4日 (2006.8.4)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
半 導 体 装 置 （ １ ０ ） を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、
半 導 体 基 板 （ １ ２ ） を 提 供 す る こ と 、
第 １ の 誘 電 体 層 （ ３ ４ ま た は ３ ６ ） を 形 成 す る こ と 、
前 記 第 １ の 誘 電 体 層 を パ タ ー ニ ン グ し て 第 １ の 開 口 部 を 形 成 す る こ と 、
前 記 第 １ の 開 口 部 内 に 導 電 性 領 域 （ ３ ０ ま た は ４ ４ ） を 形 成 す る こ と 、
前 記 導 電 性 領 域 上 に パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 （ ３ ２ ま た は ５ ４ ） を 無 電 解 め っ き す る こ と 、
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 （ ３ ２ ） 上 に 誘 電 体 層 （ ３ ６ ） を 形 成 す る こ と 、 前 記 第 ２
の 誘 電 体 層 に 空 隙 （ ６ ６ ま た は ６ ８ ） を 形 成 す る こ と を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ３ 】
半 導 体 装 置 （ １ ０ ） を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、
半 導 体 基 板 （ １ ２ ） を 提 供 す る こ と 、
第 １ の 誘 電 体 層 （ ３ ６ ） を 形 成 す る こ と 、
前 記 第 １ の 誘 電 体 層 を パ タ ー ニ ン グ し て 、 互 い に 隣 接 し て い る が 互 い に 分 離 さ れ た 第 １ の
開 口 部 お よ び 第 ２ の 開 口 部 を 形 成 す る こ と 、
前 記 第 １ の 開 口 部 内 に 第 １ の 導 電 領 域 （ ４ ４ 、 ４ ８ ａ 、 ま た は ４ ８ ｂ ） を 形 成 す る こ と 、
前 記 第 ２ の 開 口 部 内 に 第 ２ の 導 電 領 域 （ ４ ８ ａ 、 ４ ８ ｂ 、 ま た は ４ ４ ） を 形 成 す る こ と 、
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前 記 第 １ の 開 口 部 お よ び 前 記 第 ２ の 開 口 部 上 に 第 ２ の 導 電 層 （ ５ ４ ） を め っ き し て 、 物 理
的 に 互 い に 分 離 さ れ た 第 １ の キ ャ ッ プ （ ５ ４ ） お よ び 第 ２ の キ ャ ッ プ （ ５ ４ ） を 形 成 す る
こ と 、
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
半 導 体 装 置 （ １ ０ ） を 形 成 す る 方 法 （ ３ ０ ０ ） で あ っ て 、
半 導 体 基 板 （ １ ２ ） を 提 供 す る こ と 、
前 記 半 導 体 基 板 上 に 第 １ の 誘 電 体 層 を 形 成 す る こ と 、
前 記 第 １ の 誘 電 体 層 内 に 導 電 領 域 を 形 成 す る こ と 、
前 記 導 電 領 域 を エ ッ チ ン グ し て 、 前 記 導 電 領 域 に 窪 み を 形 成 す る こ と （ ３ ０ ２ ） 、
前 記 導 電 領 域 上 に 触 媒 溶 液 を 加 え て 、 前 記 導 電 領 域 を 触 媒 活 性 に す る こ と （ ３ ０ ４ ） 、
キ レ ー ト 剤 溶 液 を 加 え て 、 前 記 触 媒 溶 液 の 一 部 分 を 除 去 す る こ と （ ３ ０ ６ ） 、
前 記 導 電 領 域 上 に パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 を 無 電 解 め っ き す る こ と （ ３ ０ ８ ） 、
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
半 導 体 装 置 （ １ ０ ） で あ っ て 、
半 導 体 基 板 （ １ ２ ） と 、
前 記 半 導 体 基 板 上 の 第 １ の 誘 電 体 層 （ ３ ６ ） と 、
前 記 第 １ の 誘 電 体 層 内 の 第 １ の 導 電 領 域 （ ４ ４ ， ４ ８ ａ ， ま た は ４ ８ ） と 、
前 記 第 １ の 誘 電 体 層 内 の 、 前 記 第 １ の 導 電 領 域 と は 互 い に 分 離 さ れ た 第 ２ の 導 電 領 域 （ ４
４ ， ４ ８ ａ ， ま た は ４ ８ ） と 、
前 記 第 １ の 導 電 領 域 上 の 、 無 電 解 め っ き さ れ た 第 １ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 （ ５ ４ ） と 、
前 記 第 ２ の 導 電 領 域 上 に あ っ て 、 前 記 無 電 解 め っ き さ れ た 第 １ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 と は
物 理 的 に 分 離 さ れ 、 無 電 解 め っ き さ れ た 第 ２ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 （ ５ ４ ） と 、
前 記 無 電 解 め っ き さ れ た 第 １ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 お よ び 前 記 無 電 解 め っ き さ れ た 第 ２ の
パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 上 に 形 成 さ れ た 、 第 ２ の 誘 電 体 層 （ ７ ２ ） と 、
を 含 む 半 導 体 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 ３ ２ の 形 成 後 、 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜
３ ２ お よ び の 誘 電 体 層 ３ ４ 上 に 、 エ ッ チ ン グ 停 止 層 （ 図 示 せ ず ） が 任 意 に 形 成 さ れ る
。 エ ッ チ ン グ 停 止 層 は 、 炭 化 ケ イ 素 、 有 機 材 料 、 ま た は Ｃ Ｖ Ｄ 、 Ｐ Ｖ Ｄ 、 Ｓ Ｏ Ｄ （ ス ピ ン
オ ン 法 ） 等 、 ま た は そ れ ら の 組 合 せ に よ っ て エ ッ チ ン グ 停 止 層 上 に 続 い て 形 成 さ れ る
の 誘 電 体 層 ３ ６ （ 層 間 誘 電 体 層 ） と は 異 な る エ ッ チ ン グ 速 度 を 有 す る 任 意 の 他 の 材 料 で あ
っ て も よ い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 Ｃ Ｖ Ｄ 、 Ｐ Ｖ Ｄ 、 Ａ Ｌ Ｄ 等 、 ま た は そ れ ら の 組 合 せ を 使 用 し て 、 導 電 性 材 料 を 配
線 開 口 部 お よ び 導 電 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ 開 口 部 内 に 蒸 着 し て こ れ ら を 充 填 す る と と も に 、

の 誘 電 体 層 ３ ６ 上 に も 蒸 着 す る 。 一 実 施 形 態 で は 、 化 学 機 械 （ Ｃ Ｍ Ｐ ） プ ロ セ ス
が 実 行 さ れ 、 余 分 な 導 電 性 材 料 （ す な わ ち 、 配 線 開 口 部 お よ び 導 電 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ 開
口 部 内 に 無 い 導 電 性 材 料 ） が 除 去 さ れ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 導 電 領 域 ３ ０ と 電 気 的
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に 接 続 さ れ る 導 電 領 域 ４ ４ 、 第 １ の 導 電 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ８ ａ 、 お よ び 第 ２ の 導 電 性
ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ８ ｂ が 形 成 さ れ る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 エ ッ チ バ ッ ク プ ロ セ ス を 使 用
し て 、 余 分 な 導 電 性 材 料 を 除 去 す る こ と が で き る 。 図 示 し た 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 導 電 性
ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ８ ａ は 、 空 隙 の 間 隔 よ り 小 さ い か そ れ に 等 し い 幅 を 有 す る 第 １ の 絶 縁
領 域 ３ ７ に よ っ て 導 電 領 域 ４ ４ か ら 分 離 さ れ て お り 、 第 ２ の 導 電 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ８
ｂ は 、 空 隙 の 間 隔 よ り 大 き い 幅 を 有 す る 第 ２ の 絶 縁 領 域 ３ ９ に よ っ て 第 １ の ダ ミ ー フ ィ ー
チ ャ ４ ８ ａ か ら 離 間 し て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 ２ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 （ キ ャ ッ プ ） ５ ４ が 、 導 電 領 域 ４ ４ 、 第
１ の 導 電 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ８ ａ 、 お よ び 第 ２ の 導 電 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ８ ｂ 上 に 形
成 さ れ る 。 第 ２ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 ５ ４ は 、 第 １ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 ３ ２ の 形 成 に 関
し て 説 明 し た よ う な 無 電 解 め っ き を 使 用 し て 形 成 さ れ る の が 好 ま し い 。 し た が っ て 、 第 ２
の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 ５ ４ は 導 電 領 域 ４ ４ な ら び に 導 電 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ８ ａ 、 お よ
び ４ ８ ｂ 各 々 よ り 外 に 延 在 し 、 の 誘 電 体 層 ３ ６ 上 を 覆 う 。 同 じ 材 料 お よ び 加 工 フ ロ ー
を 利 用 す る こ と が で き る が 、 第 １ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 ３ ２ お よ び 第 ２ の パ ッ シ ベ ー シ ョ
ン 膜 ５ ４ は 、 必 ず し も 同 じ 材 料 ま た は 同 一 の プ ロ セ ス を 使 用 し て 形 成 さ れ な く て も よ い 。
代 わ り に 、 第 １ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 ３ ２ の 形 成 に つ い て 説 明 し た い ず れ か の 方 法 を 使 用
し て も よ い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 半 導 体 装 置 １ ０ 上 に （ フ ォ ト ） レ ジ ス ト 層 ５ ８ が 蒸 着 さ れ 、 パ タ ー
ニ ン グ さ れ て 第 １ の 開 口 部 ６ ０ が 形 成 さ れ 、 第 １ の 絶 縁 領 域 ３ ７ 、 な ら び に 導 電 領 域 ４ ４
お よ び 第 １ の 導 電 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ８ ａ 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 ５
４ が 露 出 さ れ る 。 さ ら に 、 フ ォ ト レ ジ ス ト 層 ５ ８ が パ タ ー ニ ン グ さ れ 、 第 ２ の 絶 縁 領 域 ３
９ お よ び 第 ２ の 導 電 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ８ ｂ 部 上 に 多 く の ダ ミ ー 開 口 部 ６ ２ が 形 成 さ れ
る 。 以 下 に よ り 詳 細 に 説 明 す る よ う に 、 導 電 領 域 ４ ４ と 第 １ の 導 電 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４
８ ａ 間 の 第 １ の 絶 縁 領 域 ３ ７ は 続 い て エ ッ チ ン グ さ れ る が 、 第 ２ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 ５
４ が 存 在 す る た め 、 導 電 領 域 ４ ４ ま た は 第 １ の 導 電 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ８ ａ が 損 傷 ま た
は エ ッ チ ン グ さ れ る こ と は な い 。 し た が っ て 、 第 １ の 開 口 部 ６ ０ の 幅 を 変 え る こ と が で き
、 ま た 絶 縁 領 域 ３ ７ の 幅 程 度 に 小 さ い か 、 ま た は 導 電 領 域 ４ ４ お よ び 第 １ の 導 電 性 ダ ミ ー
フ ィ ー チ ャ ４ ８ ａ の 上 に 延 在 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 第 １ の 開 口 部 ６ ０ は 、 エ ッ チ
ン グ さ れ る の 誘 電 体 層 ３ ６ の 任 意 の 部 分 と の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 ５ ４ 部 を 露 出 す
る 。 し た が っ て 、 第 １ の 開 口 部 ６ ０ は 、 続 い て エ ッ チ ン グ さ れ る 領 域 （ す な わ ち 、 第 １ の
絶 縁 領 域 ３ ７ ） よ り 大 き く て も よ い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 絶 縁 性 ダ ミ ー ス ペ ー ス ６ ８ が 存 在 す る こ と に よ り 第 １ の 絶 縁 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ６ ４ が
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形 成 さ れ る が 、 以 下 の 説 明 で さ ら に 理 解 さ れ る よ う に 、 こ れ ら は ま た エ ア ギ ャ ッ プ 形 成 プ
ロ セ ス の 一 部 と し て も 形 成 さ れ る 。 第 ２ の 絶 縁 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ６ ５ ａ お よ び ６ ５ ｂ は
、 図 ６ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 導 電 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ８ ａ お よ び 第 ２ の 導 電 性 ダ
ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ８ ｂ に 隣 接 し 、 か つ こ れ ら と 物 理 的 に 接 触 し て い る の 誘 電 体 層 ３ ６
の 一 部 を 構 成 し て い る が 、 配 線 ま た は 導 電 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ と 物 理 的 に 接 触 す る こ と も
で き る 。 第 ２ の 絶 縁 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ６ ５ ａ お よ び ６ ５ ｂ は 、 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の
導 電 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ８ ａ お よ び 第 ２ の 導 電 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ８ ｂ を 絶 縁 す る た
め に 形 成 さ れ る の で あ っ て 、 す べ て の 実 施 形 態 に お い て 必 要 な わ け で は な い 。 図 ６ に 示 す
よ う に 、 第 ２ の 絶 縁 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ６ ５ ａ は 、 第 ２ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 ５ ４ を 越 え
て 横 方 向 に 延 在 し 、 一 方 第 ２ の 絶 縁 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ６ ５ ｂ （ お よ び 第 ３ の 絶 縁 性 ダ ミ
ー フ ィ ー チ ャ ６ ７ ） は 、 パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 ５ ４ が 覆 い 被 さ っ て い る 量 に ほ ぼ 等 し い 幅 を
有 し て い る 。 各 絶 縁 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ は 、 特 に そ れ ら が 半 導 体 装 置 １ ０ に お い て 、 静 電
容 量 に 対 す る 異 な る 感 度 ま た は 要 件 を 有 す る 異 な る 領 域 に 位 置 す る 場 合 、 互 い に 同 じ 幅 を
持 つ 必 要 は な い 。 パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 ５ ４ が 覆 い 被 さ っ て い る た め 、 の 誘 電 体 層 ３ ６
部 は 、 導 電 性 領 域 ４ ４ ， ４ ８ ａ ， お よ び ４ ８ ｂ と 隣 接 し た ま ま で あ り 、 導 電 領 域 ４ ４ ， ４
８ ａ ， ま た は ４ ８ ｂ を 保 護 す る 第 ２ の 絶 縁 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ６ ５ ｂ お よ び 第 ３ の 絶 縁 性
ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ６ ７ を 形 成 し て い る 。 第 ２ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 ５ ４ は 、 上 記 の ご と く
、 の 誘 電 体 層 ３ ６ を エ ッ チ ン グ す る 際 に 除 去 さ れ な い の で 、 の 誘 電 体 層 ３ ６ を エ
ッ チ ン グ す る の に 使 用 さ れ る マ ス ク パ タ ー ン お よ び フ ォ ト レ ジ ス ト パ タ ー ン は 、 第 ２ の パ
ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 ５ ４ を 露 出 す る 開 口 部 を 有 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 マ ス ク パ タ
ー ン お よ び フ ォ ト レ ジ ス ト パ タ ー ン の 開 口 部 の 許 容 誤 差 は 重 要 で は な く 、 加 工 が 容 易 に な
る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ７ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 エ ア ギ ャ ッ プ ７ ４ は の 誘 電 体 層 ３ ６ 内 の み に 形 成 さ れ る
の で 、 の 誘 電 体 層 ３ ６ の 底 面 ま で ま た は そ こ を 越 え る と こ ろ ま で は 延 在 し な い 。 す な
わ ち 、 エ ア ギ ャ ッ プ ７ ４ は 、 １ つ の 配 線 層 内 に 形 成 さ れ る 。 図 ８ に 示 す 代 替 の 実 施 形 態 で
は 、 エ ア ギ ャ ッ プ １ ０ ６ は 、 第 ３ の 誘 電 体 層 （ Ｉ Ｌ Ｄ ） １ ０ ４ お よ び 第 ２ の 誘 電 体 層 ９ ４
を 通 っ て 、 第 １ の 誘 電 体 層 ８ ９ 内 ま で 延 在 し て い る 。 し た が っ て 、 エ ア ギ ャ ッ プ １ ０ ６ は
、 複 数 の 配 線 層 内 に 形 成 さ れ る 。 図 ８ の エ ア ギ ャ ッ プ １ ０ ５ は 、 １ つ の 配 線 レ ベ ル を 通 っ
て 延 在 し て い る た め 、 図 ７ の エ ア ギ ャ ッ プ ７ ４ に 類 似 し て い る 。 エ ア ギ ャ ッ プ １ ０ ５ は ま
た 、 第 ２ の 導 電 領 域 ９ ２ 上 に 形 成 さ れ た パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 ９ ６ の 上 で 止 ま っ て い る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ８ に 示 す 半 導 体 装 置 ８ ０ は 、 ２ つ の 主 要 な 点 で 図 ７ に 示 す 半 導 体 装 置 １ ０ と 異 な っ て
い る 。 す な わ ち 、 （ １ ） （ 図 ７ に 示 す １ つ の み の ト ラ ン ジ ス タ と 対 照 的 に ） 図 ８ で は 第 １
の ト ラ ン ジ ス タ ８ ５ お よ び 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ ８ ７ が 存 在 し て い る 点 、 （ ２ ） 図 ８ で は 、
エ ア ギ ャ ッ プ １ ０ ５ お よ び １ ０ ６ が 第 ３ の 誘 電 体 層 ３ ６ を 越 え て 延 在 し て い る （ す な わ ち
、 エ ア ギ ャ ッ プ １ ０ ５ お よ び １ ０ ６ が 、 半 導 体 装 置 ８ ０ の 多 層 に 存 在 し て い る ） 点 で あ る
。 半 導 体 基 板 ８ １ 上 に 形 成 さ れ る 第 １ の ト ラ ン ジ ス タ ８ ５ は 、 第 １ の ゲ ー ト 誘 電 体 ８ ３ 、
第 １ の ゲ ー ト 電 極 ８ ４ お よ び 第 １ の 側 壁 ス ペ ー サ ８ ６ を 有 し て い る 。 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ
８ ７ は 、 第 ２ の ゲ ー ト 誘 電 体 、 第 ２ の ゲ ー ト 電 極 １ ０ ７ お よ び 第 ２ の 側 壁 ス ペ ー サ ９
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１ を 有 し て い る 。 第 １ お よ び 第 ２ の ト ラ ン ジ ス タ ８ ５ お よ び ８ ７ に 対 し て 、 ソ ー ス 領 域 お
よ び ド レ イ ン 領 域 （ 図 示 せ ず ） が 、 半 導 体 基 板 ８ １ 内 の 第 １ の 側 壁 ス ペ ー サ ８ ６ お よ び 第
２ の 側 壁 ス ペ ー サ ９ １ の 下 に 、 そ れ ぞ れ 存 在 し て い る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ７ の 導 電 領 域 ４ ４ と 類 似 の 第 ３ の 導 電 領 域 ９ ８ は 、 第 １ の 導 電 領 域 ８ ８ と 電 気 的 に 接
続 さ れ 、 ま た 導 電 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ １ ０ ０ は 、 図 ７ の 導 電 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ８ ａ お
よ び ４ ８ ｂ と 類 似 の 形 態 で あ る 。 図 ７ に 示 し た 実 施 形 態 に お け る 第 １ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン
膜 と 類 似 し た 第 ２ の パ ッ シ ベ ー シ ョ ン 膜 １ ０ ２ が 、 第 ３ の 導 電 領 域 ９ ８ お よ び 導 電 性
ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ １ ０ ０ の 上 に 形 成 さ れ る 。 図 ８ に お け る 半 導 体 装 置 ８ ０ の 要 素 に 使 用 さ
れ る プ ロ セ ス お よ び 材 料 は 、 図 １ お よ び 図 ３ か ら 図 ７ に お け る 半 導 体 装 置 １ ０ の 同 じ 要 素
に つ い て 上 で 説 明 し た 同 じ プ ロ セ ス お よ び 材 料 で あ っ て も よ い 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ ０ に 示 し た 他 の 実 施 形 態 で は 、 エ ア ギ ャ ッ プ を 形 成 し た の と 同 じ 方 法 で 形 成 さ
れ た エ ア ギ ャ ッ プ ２ ９ ０ は 、 正 方 形 ま た は 長 方 形 等 の 所 定 の 形 状 で 、 所 定 の 行 数 お よ び 所
定 の 列 数 の パ タ ー ン ま た は 配 列 で あ る 。 エ ア ギ ャ ッ プ ２ ９ ０ は 、 配 線 ま た は 導 電 性 ダ ミ ー
フ ィ ー チ ャ で あ っ て も よ い 第 １ の 導 電 性 領 域 ２ ９ ４ と 、 第 １ の 導 電 性 領 域 ２ ９ ４ と 同 じ ま
た は 異 な る 機 構 で あ っ て も よ い 第 ２ の 導 電 性 領 域 ２ ９ ２ と の 間 に あ る 。 さ ら に 、 第 １ の 導
電 性 領 域 ２ ９ ４ ま た は 第 ２ の 導 電 性 領 域 ２ ９ ２ が 導 電 性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ で あ る 場 合 、 そ
れ ら は ま た 、 長 方 形 ま た は 正 方 形 等 所 定 の 形 状 の 繰 返 し パ タ ー ン で あ っ て も よ い 。 し た が
っ て 、 一 実 施 形 態 で は 、 エ ア ギ ャ ッ プ ２ ９ ０ は 導 電 性 領 域 （ 配 線 ま た は 導 電 性 ダ ミ ー フ ィ
ー チ ャ ） よ り 実 質 的 に 短 い 長 さ を 持 つ が 、 他 の 実 施 形 態 で は 、 エ ア ギ ャ ッ プ ２ ９ ０ と 導 電
性 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ は 同 じ 長 さ で あ り 、 そ れ は 配 線 の 長 さ よ り も 短 い 。 他 の 実 施 形 態 で は
、 エ ア ギ ャ ッ プ を 導 電 性 領 域 よ り 大 き く し て フ リ ン ギ ン グ 電 界 効 果 を 低 減 し て い る 。 １ つ
ま た は 複 数 の 大 き い ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ で は な く 、 多 数 の 小 さ い ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ を 使 用 す
る こ と に よ っ て 、 誘 電 体 層 部 を ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ 間 に 残 し 、 次 に 実 行 さ れ る 研 磨 プ ロ セ ス
お よ び 実 装 に お け る 機 械 的 な 堅 牢 性 を 向 上 さ せ る こ と も で き る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 ２ の 領 域 ４ ２ ０ お よ び 第 ３ の 領 域 ４ ２ ２ は 、 各 々 第 ２ の 主 要 回 路 ４ ０ ２ ｂ と 第 ３ の 主
要 回 路 ４ ０ ２ ｃ と を 含 ん で い る 。 主 要 回 路 ４ ０ ２ ａ ， ４ ０ ２ ｂ ， お よ び ４ ０ ２ ｃ は 、 異 な
る 静 電 容 量 の 要 件 を 有 す る と い う 点 で す べ て 互 い に 異 な っ て い る 。 第 １ の 領 域 ４ １ ８ で は
、 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ０ ６ は 、 第 １ の 形 状 、 密 度 、 大 き さ 、 間 隔 、 お よ び パ タ ー ン を 有 し
て 形 成 さ れ る 。 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ０ ６ に 対 し て 選 択 さ れ る 形 状 、 大 き さ 、 密 度 、 間 隔 お
よ び パ タ ー ン な ら び に 材 料 は 、 第 １ の 主 要 回 路 ４ ０ ２ ａ 間 の 所 望 の 静 電 容 量 結 合 に 基 づ い
て 決 定 さ れ る 。 第 ２ の 領 域 お よ び 第 ３ の 領 域 は 、 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ０ ８ お
よ び ４ １ ０ を 各 々 有 し 、 こ れ ら は 、 主 要 回 路 ４ ０ ２ ａ か ら ４ ０ ２ ｃ 間 の 静 電 容 量 結 合 の 条
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件 が 異 な る た め 、 形 状 、 大 き さ 、 密 度 、 間 隔 お よ び パ タ ー ン が 各 領 域 に お い て 異 な り 、 ま
た ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ０ ６ と も 異 な っ て い る 。 第 １ の 領 域 ４ １ ８ お よ び 第 ２ の 領 域 ４ ２ ０
は 、 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ０ ６ お よ び ４ ０ ８ が 、 そ れ ら と 主 要 回 路 ４ ０ ２ ａ と ４ ０ ２ ｂ と の
間 の 異 な る 間 隔 を 有 す る と い う 点 で 互 い に 異 な っ て い る 。 し た が っ て 、 有 効 な 誘 電 率 が 異
な っ て い る の で 、 主 要 回 路 ４ ０ ２ ａ と ４ ０ ２ ｂ 間 の 静 電 容 量 結 合 は 異 な る 。 有 効 な 誘 電 率
が 異 な る の は 、 斜 線 の 領 域 ４ ２ ５ と ４ ２ ６ と し て 示 し た エ ア ギ ャ ッ プ の 異 な る 領 域 が 、 ダ
ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ０ ６ お よ び ４ ０ ８ 自 体 と 主 要 回 路 ４ ０ ２ ａ と ４ ０ ２ ｂ と の 間 に 形 成 さ れ
る た め で あ る 。 ４ ０ ２ ａ と ４ ０ ２ ｂ は 主 要 回 路 で あ る た め 、 そ れ ら の 間 の 結 合 を 最 小 化 し
、 そ れ に よ り ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ０ ６ 同 士 間 、 お よ び ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ０ ６ と 主 要 回 路
４ ０ ２ 間 に エ ア ギ ャ ッ プ を 形 成 す る こ と が 望 ま し い 。 し た が っ て 、 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ０
６ お よ び ４ ０ ８ 同 士 間 の 間 隔 、 な ら び に ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ０ ６ お よ び ４ ０ ８ と 主 要 回 路
４ ０ ２ ａ と ４ ０ ２ ｂ 間 の 間 隔 は 、 半 導 体 チ ッ プ ４ ０ ０ の 他 の 領 域 に あ る 同 様 の 機 構 間 の 間
隔 よ り は 大 き い が 、 そ れ ら の 間 に エ ア ギ ャ ッ プ を 形 成 す る の に は 十 分 に 小 さ す ぎ る 。 エ ア
ギ ャ ッ プ の 面 積 は 、 第 ２ の 領 域 ４ ２ ０ よ り も 第 １ の 領 域 ４ １ ８ に お い て 大 き い た め 、 （ ダ
ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ０ ６ お よ び ４ ０ ８ が 同 じ 材 料 で あ る と す れ ば ） 第 １ の 領 域 ４ １ ８ の 静 電
容 量 結 合 の 方 が 小 さ い 。 絶 縁 性 の 場 合 と 比 較 し て 、 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ が 導 電 性 の 場 合 に は
、 静 電 容 量 結 合 は 実 際 に 増 加 す る こ と が あ る た め 、 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ０ ６ お よ び ４ ０ ８
に 選 択 さ れ る 材 料 は 、 静 電 容 量 結 合 に 影 響 す る こ と が あ る 。 そ の 理 由 は 、 デ バ イ ス 性 能 に
よ っ て 第 ２ の 領 域 ４ ２ ０ よ り も 第 １ の 領 域 ４ １ ８ に お け る 静 電 容 量 結 合 が 最 小 化 さ れ る こ
と が 望 ま し い か ら で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 ２ の 領 域 ４ ２ ０ お よ び 第 ３ の 領 域 ４ ２ ２ に お け る ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ の パ タ ー ン は 、 互
い に 同 じ 間 隔 を 有 し て い る が 、 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ０ ８ お よ び ４ １ ０ の 大 き さ は 異 な っ て
い る 。 図 １ １ に 示 す よ う に 、 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ １ ０ 部 の 幅 は ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ０ ８ の
幅 よ り 大 き い た め 、 ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ １ ０ は ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ ０ ８ よ り 大 き く 、 そ れ
に よ っ て 主 要 回 路 ４ ０ ２ ｂ お よ び ４ ０ ２ ｃ の 間 の 機 械 的 安 定 性 お よ び 静 電 容 量 結 合 を 変 え
る こ と が で き る 。 図 １ １ に 示 す よ う に 、 エ ア ギ ャ ッ プ ４ ２ ６ お よ び ４ ２ ７ を 形 成 で き る 面
積 が よ り 小 さ い た め 、 （ ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ １ ０ お よ び ４ ０ ６ が 同 じ 材 料 で あ る と す れ ば
） 第 ３ の 領 域 ４ ２ ２ 間 の 静 電 容 量 結 合 は 、 第 ２ の 領 域 ４ ２ ０ よ り も 大 き い 。 こ の 静 電 容 量
結 合 の 違 い は 、 デ バ イ ス 性 能 に よ っ て 促 進 さ れ る 。 さ ら に 、 第 ３ の 領 域 内 の す べ て
の ダ ミ ー フ ィ ー チ ャ ４ １ ０ の 面 積 は 第 ２ の 領 域 の そ れ よ り も 大 き い た め 、 ダ ミ ー フ
ィ ー チ ャ ４ ０ ８ お よ び ４ １ ０ に 使 用 さ れ る 材 料 に 関 わ ら ず 、 第 ３ の 領 域 は 、 第 ２ の 領 域

よ り も 大 き い 機 械 的 安 定 性 を 有 し て い る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ７ 】
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